
提

出

者

土

井

た

か

子

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

六

六

号

憲
法
改
正
手
続
に
関
す
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質
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主
意
書
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憲
法
改
正
手
続
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
国
憲
法
の
定
め
て
い
る
憲
法
改
正
手
続
（
第
九
十
六
条
）
に
関
し
て
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
く
、
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

一

憲
法
改
正
手
続
条
項
の
改
変
の
可
否
に
つ
い
て

さ
る
六
月
十
日
の
衆
議
院
憲
法
調
査
会
に
お
い
て
、
与
党
の
一
部
議
員
か
ら
、
憲
法
第
九
十
六
条
に
定
め
る
改
正
手
続
を

大
幅
に
緩
和
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
憲
法
の
最
高
法
規
性
を
無
視
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
近
代
立
憲
主
義
の
歴
史
的
経
過
、
近
代
憲
法
の
存
在
意
義
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
る
に
、
憲
法
改
変
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

憲
法
第
九
十
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
憲
法
の
改
正
手
続
を
、
緩
和
す
る
た
め
に
改
変
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
。

硬
式
憲
法
と
し
て
法
理
上
許
さ
れ
ず
、
憲
法
第
九
十
八
条
第
一
項
、
第
九
十
九
条
に
も
違
反
す
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。
も
し
、
許
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

�

ま
た
、
同
条
に
定
め
る
国
民
投
票
は
憲
法
改
正
手
続
上
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
ら
な
い
で
憲
法
を
改
変
す

一



る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
（
同
条
か
ら
国
民
投
票
を
規
定
す
る
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
）
は
、
日
本
国
憲
法
の
定
め

る
国
民
主
権
原
理
の
否
定
で
あ
っ
て
、
改
正
の
限
界
を
超
え
、
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
も
し
、
で
き
る

と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
の
提
出
権
の
有
無
に
つ
い
て

�

二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
の
参
議
院
憲
法
調
査
会
に
お
い
て
、
政
府
（
阪
田
内
閣
法
制
局
第
一
部
長
）
は
、
内
閣
の
憲
法

改
正
原
案
の
提
出
権
を
否
定
す
る
法
律
は
違
憲
で
あ
る
と
述
べ
る
一
方
で
、
し
か
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
法
律
が
で
き
た

場
合
に
は
、
法
律
を
誠
実
に
執
行
す
る
義
務
を
政
府
は
負
う
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
規
定
を
尊
重
し
て
対
処
す
る
と

答
弁
し
て
い
る
（
第
一
五
一
回
国
会
参
議
院
憲
法
調
査
会
会
議
録
第
九
号
十
二
頁
）
。

あ
く
ま
で
も
憲
法
改
正
に
関
す
る
一
切
の
手
続
は
憲
法
第
九
十
六
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
同
条

で
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
内
閣
に
は
、
憲
法
改
正
原
案
の
提
出
権
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
解
釈
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
政
府
答
弁
（
阪
田
内
閣
法
制
局
第
一
部
長
の
発
言
）
は
、
憲
法
解
釈
を
誤
っ
た

答
弁
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
体
、
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
そ
の
よ
う
な
答
弁
を
し
た
の
か
法
律
の
誠
実
執
行

二



義
務
と
の
関
連
も
含
め
て
解
答
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


